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季
節
が
秋
へ
と
移
り
つ
つ
あ
る
９

月
１
日（
水
）、
吉
倉
利
英
さ
ん
は
、

水
戸
市
の
果
樹
栽
培
の
中
心
で
あ
る

山
根
地
区
の
、
森
田
與
一
さ
ん
の
梨

園
で
収
穫
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
吉
倉
さ
ん
は
、
果
樹
栽
培
で
の
就

農
を
目
指
し
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

と
し
て
東
京
都
か
ら
水
戸
市
に
移
住

し
て
き
ま
し
た
。
大
学
で
森
林
に
つ

い
て
深
く
学
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、

果
樹
に
興
味
を
持
っ
た
そ
う
で
す
。

　
山
根
地
区
で
は
、
水
戸
観
光
果
樹

園
芸
組
合
の
会
員
が
、
ナ
シ
や
リ
ン

ゴ
、
ブ
ド
ウ
な
ど
の
栽
培
を
行
っ
て

お
り
、
吉
倉
さ
ん
は
そ
の
会
員
の
方

の
果
樹
園
を
回
り
、
研
修
を
重
ね
て

い
ま
す
。

　
こ
の
日
、
作
業
を
行
っ
て
い
た
森

田
さ
ん
の
梨
園
は
、
水
戸
市
森
林
公

園
の
開
園
前
か
ら
続
く
歴
史
あ
る
果

樹
園
で
、
様
々
な
種
類
の
梨
が
実
を

つ
け
て
い
ま
す
。

　
山
根
地
区
の
果
樹
園
の
多
く
は
、

森
田
さ
ん
の
果
樹
園
と
同
様
、
長
い

歴
史
が
あ
り
、
吉
倉
さ
ん
の
よ
う
に

一
か
ら
就
農
を
目
指
す
に
は
、
や
は

り
難
し
さ
も
あ
る
よ
う
で
「
栽
培
技

術
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
方

と
の
信
頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
定

住
・
就
農
の
た
め
の
農
地
、
家
、
機

械
を
確
保
す
る
の
は
大
変
で
す
。
技

術
だ
け
で
は
、
就
農
は
難
し
い
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
難
し
い
こ
と
ば
か
り
で

は
な
く
、「
直
売
所
に
来
る
お
客
さ

ん
の
嬉
し
そ
う
な
顔
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
収
穫
の
時
期
が
一
番

楽
し
み
で
す
。」と
、
果
樹
栽
培
へ
の

や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
吉
倉
さ
ん
は
、
自
身
の
就
農
が
地

域
へ
の
貢
献
に
な
り
、
そ
れ
が
「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」
の
役
目
だ
と
考

え
て
い
る
そ
う
で
す
。

就
農
を
目
指
し
て

～
水
戸
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
吉
倉 

利
英
さ
ん
～

収穫を行う吉倉さん（写真左）と森田さん（写真右）収穫を行う吉倉さん（写真左）と森田さん（写真右）



令和３年10月 （2）水戸市農業委員会だより

※価格・賃料は応相談
　農業委員会事務局農政係（☎224-1111　内線6412）

　
農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
、
農
地

法
の
規
定
に
基
づ
き
、
農
地
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し
、
現
地
調
査
に
よ
り

判
明
し
た
遊
休
農
地
の
所
有
者
に
対

し
て
、
将
来
的
な
農
地
利
用
の
意
向

を
確
認
す
る
た
め
、「
利
用
意
向
調

査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
そ
の
年
に
新
た
に

遊
休
農
地
と
し
て
認
定
し
た
農
地
の

所
有
者
や
、
農
業
委
員
会
の
判
断
に

よ
っ
て
利
用
意
向
調
査
対
象
者
を
抽

出
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
農
地
法
施

行
規
則
の
一
部
改
正
に
基
づ
き
、
令

和
３
年
度
か
ら
は
、
災
害
等
に
よ
り

農
地
利
用
の
継
続
が
著
し
く
困
難
と

な
っ
た
農
地
を
除
く
【
全
遊
休
農
地

の
所
有
者
が
意
向
調
査
の
対
象
】
と

な
り
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
は
、
11
月
頃
に
対
象

者
へ
「
利
用
意
向
調
査
書
」
を
送
付

し
ま
す
。
調
査
書
が
届
い
た
方
は
、

12
月
末
頃
ま
で
を
目
処
に
、
回
答
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

《
お
問
い
合
わ
せ
先
》

　
農
業
委
員
会
事
務
局
農
政
係

　
（
☎
２
２
４
・
１
１
１
１

内
線
６
４
２
１
）

　
農
業
用
の
機
械
等
を
使
用
す
る
方

は
、
申
請
に
よ
り
軽
油
引
取
税
の
免

税
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
免
税
の
対
象
と
な
る
方
】

　
農
業
を
営
む
者
等

【
免
税
の
対
象
と
な
る
機
械
】

　
動
力
耕
う
ん
機
、
ト
ラ
ク
タ
ー
、

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
、
施
肥
用
機
械
、
播

種
機
、
脱
穀
機
、
籾
す
り
機
、
麦
刈

り
機
、
わ
ら
加
工
機
械
、
繊
維
加
工

用
機
械
、
畜
産
用
機
械
　
等
々

※
道
路
運
送
車
両
法
第
４
条
の
規
定

に
よ
り
登
録
を
受
け
、
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
を
付
け
て
い
る
機
械

は
、免
税
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

【
免
税
軽
油
の
申
請
手
続
き
】

⑴
県
税
事
務
所
へ
申
請
書
を
提
出

し
、「
免
税
軽
油
使
用
者
証
」・「
免

税
証
」
の
交
付
を
受
け
る
。

⑵
販
売
店
で
免
税
証
と
引
換
え
に
、

免
税
証
に
記
載
さ
れ
た
数
量
と
同

じ
量
の
軽
油
を
免
税
価
格
で
購
入

す
る
。

⑶
県
税
事
務
所
へ
購
入
し
た
数
量
及

び
作
業
実
績
等
を
報
告
す
る
。

【
申
請
に
併
せ
て
必
要
な
書
類
】

◎「
免
税
軽
油
使
用
者
証
」

⑴
耕
作
証
明
書

⑵
機
械
の
写
真
、
カ
タ
ロ
グ
又
は
取

扱
証
明
書
、
販
売
証
明
書
等

⑶
誓
約
書

⑷
農
作
業
の
受
委
託
に
関
す
る
契
約

書
等
（
受
託
者
の
場
合
）

⑸
手
数
料
４
０
０
円
　
等

◎「
免
税
証
」

⑴
作
付
面
積
内
訳
書

⑵
新
規
申
請
以
外
の
場
合

・
免
税
軽
油
使
用
実
績
書（
農
業
用
）

・
免
税
軽
油
の
引
取
り
等
に
係
る

報
告
書
　
等

【
ご
注
意
い
た
だ
く
こ
と
】

⑴
免
税
機
械
の
入
替
、
追
加
、
廃
止

等
、
使
用
者
証
の
記
載
事
項
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合

・
県
税
事
務
所
へ
使
用
者
証
の
書

替
え
の
手
続
き
を
す
る
。

⑵
使
用
者
証
及
び
免
税
証
の
紛
失

・
速
や
か
に
県
税
事
務
所
へ
届
出

る
。

⑶
使
用
者
証
及
び
免
税
証
の
失
効

・
速
や
か
に
県
税
事
務
所
へ
返
納

す
る
。

　
手
続
き
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
罰

則
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
不
明
の
点

は
、
お
早
め
に
県
税
事
務
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
お
問
い
合
わ
せ
先
》

　
水
戸
県
税
事
務
所
課
税
第
一
課

　
（
☎
２
２
１
・
４
８
０
０
）

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
（
☎
２
２
４
・
１
１
１
１
）

５
日（
月
）

　
第
12
回
運
営
委
員
会

13
日（
火
）

　
第
13
回
総
会

　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
協
議
会

15
日（
木
）

　
西
部
地
区
連
絡
会

20
日（
火
）

　
中
部
地
区
連
絡
会

26
日（
月
）

　
東
部
地
区
連
絡
会

５
日（
木
）

　
第
13
回
運
営
委
員
会

12
日（
木
）

　
第
14
回
総
会

　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
協
議
会

16
日（
月
）

　
西
部
地
区
連
絡
会

13
日（
月
）

　
第
15
回
総
会

　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
協
議
会

農
業
に
使
用
す
る

軽
油
引
取
税
の
免
税

制
度
に
つ
い
て

利
用
意
向
調
査
の

利
用
意
向
調
査
の

対
象
者
が
変
更
に

対
象
者
が
変
更
に

な
り
ま
す

な
り
ま
す

農
業
委
員
会

活
動
報
告

７
月
～
９
月

農　地　情　報農　地　情　報
大　字 字 台帳地目 面積（ａ） 希　望

渡 里 町 下久保 畑 45 貸
青 柳 町 小井戸 田 47 貸
上河内町 橋　本 畑 32 貸

７
月

８
月

９
月



令和３年10月（3） 水戸市農業委員会だより

　田畑での農作業の際に，ロータリー等の作業機が付いているトラクターや，コンバインを使用す
る際は，以下の点にお気をつけください。

■道路を走行するときは，土や泥をよく落としてから
　農作業で使用したトラクターやコンバインに付いた泥や土が道路に落ちると，自動車や自転車，
歩行者の通行の妨げになることがあり，大変危険です。
　道路に出る前に，泥や土をよく落としてから走行していただきますよう，ご協力をお願いします。

■道路を汚してしまった場合は，清掃を
　やむを得ず道路を汚してしまった場合は，安全確保や道路美化のため，
道路の清掃にご協力をお願いします。

【市民農園の要件】
①利用者１人あたりの面積は10アール未満の農
地で，複数の者を対象に一定のルールにより
行うこと。

②営利を目的としない農作物の栽培であること。
③貸付期間が５年を超えないこと。

市と開設者との間で「貸付協定」を結びます。

農業委員会へ「承認申請」を行います。

開設者は市民農園の運営等に関して必要な事項を
定めた「貸付規程」を作成します。

内容審査によって承認されれば，開園準備が完了
します。

　
農
業
者
以
外
の
人
々
が
、
小
規
模

な
農
地
を
利
用
し
て
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
自
家
用
野
菜
や
花
な

ど
を
育
て
る
た
め
の
農
園
を
「
市
民

農
園
」
と
い
い
ま
す
。

　
最
近
、
自
然
志
向
や
コ
ロ
ナ
禍
を

背
景
に
、
農
業
体
験
に
対
す
る
関
心

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
野
菜
な
ど
の
栽
培
を
通
し

て
、
健
康
増
進
や
癒
し
に
な
る
だ
け

で
な
く
、
子
供
た
ち
が
作
業
に
参
加

す
る
こ
と
で
食
育
に
も
つ
な
が
る
重

要
な
場
と
な
っ
て
お
り
、
市
民
農
園

を
利
用
す
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
市
民
農
園
を
開
設
す
る
方
法
と
し

て
は
複
数
の
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
う
ち
、「
特
定
農
地
貸
付
法
」

に
よ
る
開
設
方
法
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。

　
詳
細
は
、
水
戸
市
農
産
振
興
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
お
問
い
合
わ
せ
先
》

　
水
戸
市
農
産
振
興
課

　
（
☎
２
５
９
・
２
２
１
２
）

個
人
で
市
民
農
園
を
開
設
で
き
ま
す

農作業でトラクター等を使用する皆様へ農作業でトラクター等を使用する皆様へ

特定農地貸付法による市民農園開設の流れ
（農地を所有している個人が開設する場合）

市へ開設意向の申出

貸付協定の作成

農業委員会へ承認申請書提出

貸付規程の作成

農業委員会の承認

開　園

市
民
農
園
と
は

個
人
で
も
開
設
で
き
ま
す



令和３年10月 （4）水戸市農業委員会だより

農地転用には手続が必要です農地転用には手続が必要です
　農地は，食料の安定供給を図るための重要な生産基盤であり，かけがえのない資源です。

　「農地転用」とは，農地を住宅・店舗・駐車場など農地以外の用途に変更することです。

《お問い合わせ先》　農業委員会事務局農地係　（☎224-1111　内線6432）

　
私
が
住
ん
で
い
る
の
は
、
水
田
の

広
が
る
地
域
で
す
。
基
盤
整
備
も

徐
々
に
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、農
家
の
高
齢
化
が
進
み
、

将
来
ど
う
す
る
の
か
悩
む
状
況
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

　
後
継
者
に
耕
作
を
続
け
て
も
ら
う

に
は
、
農
地
が
耕
作
し
や
す
い
状
態

で
あ
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
例
え
ば
、
農
地
の
面
積
、
水
の

管
理
の
し
や
す
さ
、
農
道
や
畦
畔
、

水
路
等
の
草
刈
り
な
ど
の
管
理
も
大

事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
作

業
の
し
や
す
さ
な
ど
で
す
。

　
ま
た
、
耕
作
維
持
の
た
め
に
は
、

大
規
模
農
家
ば
か
り
で
な
く
、
営
農

組
合
等
に
よ
る
受
入
れ
な
ど
も
視
野

に
入
れ
る
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ

れ
か
ら
は
、
地
域
全
体
で
、
地
域
農

業
を
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
等
を
話
し

合
う
、
大
事
な
時
期
に
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　
地
域
の
方
々
の
意
向
を
調
査
・
把

握
し
、
情
報
提
供
を
し
て
い
き
な
が

ら
、
地
域
の
「
リ
ー
ド
役
」
に
な
る

こ
と
が
、
農
業
委
員
と
し
て
求
め
ら

れ
て
い
る
と
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

通
じ
て
感
じ
て
い
ま
す
。

（
農
業
委
員
　
江
橋
　
健
男
）

　
全
国
的
に
遊
休
農
地
が
増
え
る
現

在
。
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
は
深
刻

な
問
題
で
あ
り
、
私
の
営
む
酪
農
業

界
に
お
い
て
も
同
様
で
、
働
き
手
不

足
に
よ
る
廃
業
が
増
え
て
き
て
お
り

ま
す
。

　
他
人
事
で
は
な
く
我
が
家
に
お
い

て
も
、
10
年
後
の
将
来
が
不
透
明
で

あ
り
、
同
業
者
の
仲
間
か
ら
、
作
業

員
の
雇
用
や
、
研
修
生
な
ど
の
採
用

を
考
え
る
よ
う
助
言
を
受
け
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
経
営
維
持
の
た
め
に
、
機
械
や
施

設
を
導
入
し
た
り
、
作
業
員
を
雇
用

し
た
り
す
る
な
ど
の
効
率
化
を
考
え

て
い
く
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
、
自
分

の
労
働
力
、
体
力
に
あ
わ
せ
た
経
営

規
模
で
や
れ
る
だ
け
や
り
、
農
地
は

誰
か
に
託
し
て
い
く
の
か
、
な
ど
、

ど
う
し
て
い
く
の
が
良
い
の
か
、
思

考
し
て
お
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
時
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
農
地
を
守

る
地
域
の
皆
様
と
共
に
、
意
見
や
要

望
を
出
し
合
い
な
が
ら
連
携
し
、
明

る
い
将
来
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。（

農
業
委
員
　
吉
澤
　
勇
）

農
業
委
員
の
ひ
と
こ
と

農地転用する場合には，下記のように手続が必要です。必ず事前に農業委員会へご相談ください。

※農地転用申請に係る事前相談は，随時受付けていますので，ご不明な点はお問い合わせください。

都市計画区域区分 手続 受付期間 処理にかかる
期間 備考

市街化調整区域 許可
毎月21日から25日
（土・日曜日，
祝日を除く）

約４週間 農地の立地・転用目的等によっては
許可とならない場合があります。

市 街 化 区 域 届出 随時 約１週間

　農地法では，将来にわたり大切な農地を保全するために，

農地転用を規制しており，悪質な違反転用者に対しては，

罰則規定が設けられています。

※許可無く農地を転用した場合は，３年以下の懲役又は

300万円（法人は１億円）以下の罰金


